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自分の考えで行動する 

校長 堀 健一 

生徒会役員選挙を経て、今月より後期委員会がスタートしました。 

生徒会のスローガンに「友愛宣言」があります。 

このような宣言をしている生徒会を、私は誇りに思います。 

 

「友愛宣言」 

１ いじめについて十分に理解し、周りで起こっているいじめを見ているのではな 

く、しっかり止めます。 

２ 周りのことをよく考えて、明るい挨拶などの コミュニケーションを大切にし

ます。 

３ 一人一人の個性を認め、お互いに大切にします。 

４ 自己中心的な行動をせず、相手の気持ちを考えて行動します。 

 

私たちは、弱いところをたくさんもっています。その一つが周りに左右されやすい

ところです。以前、「いじめ」が全国的に大きな問題になったとき、どうしたらいじめ

がなくなるかをクラスで考えたことがありました。「一人でも自分の考えでいじめはよ

くないと言えたらいじめは止められる」「みんなもやっているという考えが一番よくな

い」「心が弱いから、自分の身を守りたいから他をいじめてしまう」「大切な友達や家

族がいじめられたらどんな気持ちになるか想像する」などの意見が出ました。 

自分の考えをもち、常に自分で判断し、行動したり話したりするというのはそう簡

単ではありません。でも、みんなが楽しく暮らせるよい集団をつくっていくには絶対

に必要なことです。周りがよい方向に動いている時には自分もその方向に、周りが悪

い方向に動いている時には自分はそれを止める方向に、いつもしっかり自分の考えで

行動してください。 

ふれあいリーダーの取組も大変有効だと感じています。「友愛宣言」を表明している

開三中の生徒ならできると思います。 
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全国学力・学習状況調査の結果より（中学３年生 ４月実施） 

平均正答率（％） 

 全 国 東京都 本 校 

国 語 ５８．１ ６１．０ ６８．０ 

数 学 ５２．５ ５７．０ ６５．０ 

 

本校の３年生は、東京都を国語７、数学８ポイントそれぞれ上回っています。このことから、本校生徒の

学力に関してはおおむね良好であると受け止めています。課題としては、全国平均に達していない生徒を

「分かる」「できる」ようにするための指導の充実を図ること、そして言語活動（思考力・判断力・表現力

等の育成）を取り入れた学習内容と指導の充実を図ることです。本校生徒の正答率が比較的低かった部分に

ついて分析し、国立教育政策研究所発行の解説を参考にしながら今後の学習指導の充実・改善にあたります。 

 

国語 領域「知識及び技能（我が国の言語文化に関する事項）」は、91.2％と比較的高い結果となりまし

た（都75.7％、全国75.6％）。一方、短歌に詠まれている情景の時間帯の違いを捉え、時間の流れに沿って

短歌の順番を並べ替える問題（領域「読むこと」（思考・判断・表現）」）で、「短歌の内容について、描写を

基に捉えることができるかどうかをみる」の正答率は48.7％でした（都48.8％、全国48.3％）。 

 

【質問（アンケート）調査】   ※数値は「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」の割合 

●国語の勉強は好きです(本校58、都61、国64％)   

●国語の勉強は大切だと思う(本校93、都93、国94％) 

そして、全国的に次のように回答をしている生徒の方が正答率が高い傾向が見られました。 

①授業で、話を聞いたり文章を読んだりするときに、具体的な情報と抽象的な情報との関係を捉えて理解し

ている（本校76、都79、国79％）。②授業で、自分の考えが伝わるように表現の効果を考えて文章を書い

ている（本校66、都77、国77％）。③授業で、説明的な文章を読み、目的に応じて必要な情報に着目して

要約し内容を解釈している(本校83、都82、国82％)。 

 

数学 グラフの傾きや交点の意味を事象に則して解釈することができるかをみる問題（領域「関数」（知

識・技能））は、89.4％と比較的高い結果となりました（都 79.4％、全国 76.9％）。一方、事象を数学的に

解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる問題（領域「関数」思考・判断・

表現）の正答率は29.2％でした（都20.5％、全国17.1％）。 

 

【質問（アンケート）調査】 

●数学の勉強は好きです(本校61、都59、国57％) 

●数学の勉強は大切だと思う(本校88、都87、国87％) 

そして、全国的に次のように回答をしている生徒の方が正答率が高い傾向が見られました。 

①問題の解き方が分からない時は、あきらめずにいろいろな方法を考える（本校77、都79、国78％）。

②問題が解けた時、別の解き方を考えようとしている（本校40、都46、国46％）。③授業で学習した

ことを、今後の学習で活用しようとしている(本校73、都78、国77％)。 

 

 



イプスウィッチ校生徒交流 
９月１３日（金）に、練馬区と友好都市であるオーストラリアのイプスウィッチ市からIpswich State 

High Schoolの12名の生徒さんと先生1名が1日、本校での生活を体験しました。1・2年生の各ク

ラスに1～2名の生徒さんをお招きして、授業や給食をともに過ごしました。イプスウィッチの皆さん

は、習字や箏の体験もしました。 

                   

 

 

小中一貫教育（出前授業・あいさつ交流） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行 

 

 

 

生徒会選挙 

 

小中一貫教育として、英

語・数学・理科・社会の出

前授業を開三小の６年生に

対して行いました。また、

あいさつ交流で本校のキャ

ラクター「あいさつマン」

が駆けつけてくれました。 

９月２９日～１０月１日

の２泊３日で京都・奈良へ

修学旅行に行ってきまし

た。天候にも恵まれ、素敵

な思い出をたくさん作るこ

とができました。 

 １０月７日に生徒会役

員選挙が行われました。立

会演説では、どの立候補者

も開進第三中学校をより

良くするための思いを熱

く語ってくれました。 


